
令和４年度徳島県中学校授業づくり研修会
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中学校 国語科

全国学力・学習状況調査結果の現状と課題編
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（５２）国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか

全国学力・学習状況調査 生徒質問紙調査結果の推移
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国語科における授業づくりについての
チェックポイント

□ 国語科の年間指導計画について、どの時期にどの指導事項を指導するのか

を意識して作成している。

□ 全国学力・学習状況調査の結果等を基に、どの指導事項の定着に課題があ

るのかを明らかにし、指導計画等に反映させている。

□ それぞれの指導事項を指導するために、効果的な言語活動を設定した授業

を構想している。

□ 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』等を参考に、

評価規準を設定している。

□ 評価方法が明らかであり、効率的に評価するための工夫が考えられている。

□ それぞれの評価規準について、「努力を要する」状況の生徒への手立てが考

えられている。 3

【中学校国語】の調査作成の枠組み

• 学習指導要領に示されている〔知識及び技能〕、
〔思考力、判断力、表現力等〕の内容に基づいて、そ
の全体を視野に入れながら中心的に取り上げるもの
を精選して出題。

• 過年度の調査結果に見られる課題等も踏まえなが
ら、中学校第２学年までの内容で出題。

• 問題の形式は、選択式、短答式、記述式の３種類。
記述式の問題では、複数の考え方、答え方があるも
のなどについて出題。
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令和４年度 全国学力･学習状況調査 問題別集計結果
徳島 全国 比較

71 69.0 ＋2.0
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番号 徳島 全国 比較 無解答率

1一 ７４．６ ７４．７ －０．１ ４．０

1二 ６５．０ ６５．１ －０．１ ０．１

1三 ５０．０ ５１．８ －１．８ １８．３

２一 ８２．６ ８２．３ ＋０．３ ０．２

2二① ８３．９ ８２．１ ＋１．８ ７．２

2二② ８２．４ ８０．５ ＋１．９ ２．０

２三 ５１．０ ４６．５ ＋４．５ １０．４

３一 ５６．７ ５２．５ ＋４．２ ０．７

３二 ８５．５ ８４．０ ＋１．５ ０．３

３三 ６１．５ ６２．０ －０．５ １．０

３四 ７１．８ ７３．８ －２．０ １４．３

４一 ５０．０ ３９．４ ＋１０．６ ０．９

４二 ９１．７ ９０．１ ＋１．６ １．０

４三 ８２．８ ８１．１ ＋１．７ １．１

令和３年度 全国学力･学習状況調査 問題別集計結果
徳島 全国 比較

65 64.6 ＋0.4
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番号 徳島 全国 比較 無解答率

1一 ９０．０ ８９．７ ＋０．７ ０．２

1二 ９３．５ ９２．５ ＋１．０ ０．２

1三 ５４．０ ５７．１ －３．１ ４．０

２一 ２６．２ ２４．８ ＋１．４ ０．２

2二 ７３．３ ７４．５ －１．２ ９．７

３一 ４２．６ ４３．７ －１．１ ０．４

３二 ５９．２ ５８．７ ＋０．５ ０．４

３三 ７１．６ ７１．０ ＋０．６ ８．１

３四 １８．９ ２０．５ －１．６ ２８．８

４-① ９７．４ ９７．５ －０．１ １．４

４-② ９１．２ ８８．８ ＋２．４ ２．０

４二 ７５．２ ７４．０ ＋１．２ １．４

４三 ４６．９ ４０．３ ＋６．６ １．８

４四 ６８．０ ７１．９ －３．９ １３．０



今年度の課題等〔知識及び技能〕
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言葉の特徴や使い方に関する事項

◇ 助動詞の働きについて理解し、文章の中で意図的に使うことは

できている。 〔２一〕

◇ 文脈に即して漢字を正しく使うことはできている。 〔２二〕

◇ 文脈の中における語句の意味を理解することはできている。

〔３二〕

◆ 文章の中で用いられている表現の技法について理解することに

課題がある。 〔３一〕

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は，問題番号

今年度の課題等〔知識及び技能〕
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情報の扱い方に関する事項

◆ 引用の仕方や出典の示し方について理解し、書く活動の中で

使うことに課題がある。 〔２三〕

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は，問題番号

我が国の言語文化に関する事項

◆ 行書の特徴を理解することに課題がある。 〔４一〕

◇ 漢字の行書の読みやすい書き方や、漢字の行書とそれに調和

した仮名の書き方について理解することはできている。

〔４二、４三〕



今年度の課題等〔思考力・判断力・表現力等〕
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話すこと・聞くこと

◇◆ 具体的な助言を生かしてスピーチの表現を工夫することはで

きているが、意図を明確にして話し方の工夫を具体的に考えるこ

とに課題がある。 〔１一、１三〕

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は，問題番号

書くこと

◆ 自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にするため

に必要な情報を資料から引用して書くことに課題がある。

〔２三〕

今年度の課題等〔思考力・判断力・表現力等〕
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読むこと

◆ 文学的な文章を読み、場面の展開や登場人物の心情の変化な

どについて、描写を基に捉えることに課題がある。 〔３三〕

◇ 文学的な文章を読み、場面と場面、場面と描写などを結び付け

て内容を解釈することはできている。 〔３四〕

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は，問題番号
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令和４年度全国学力・学習状況調査の調査問題 https://www.nier.go.jp/22chousa/22chousa.htm

１ スピーチをする（最近気になったこと）

11令和４年度全国学力・学習状況調査の解説資料 https://www.nier.go.jp/22chousa/pdf/22kaisetsu_chuu_kokugo.pdf

三 【二人の会話の一部】に「他の部分も話し方を工夫してみます。」とありますが、あなた
ならどの部分をどのように工夫して話しますか。次の条件１と条件２にしたがって書きなさ
い。
条件１
【川口さんのスピーチ】のどの部分をどのように工夫して話すのかについて、言葉の抑

揚や強弱、間の取り方などの着目して具体的に書くこと。
条件２
条件１のように話す意図を書くこと。

１ スピーチをする（最近気になったこと）

（解答類型１）正答（52.1％）
・「オンラインであっても、相手が話したことに相づちをを打ったり、
相手の話を受けてさらに質問をしたりするように意識をすることが大
事だったのです。」という部分が一番伝えたいことなので、他の部分
よりも大きな声で話す。
・私は、自分が一番伝えたいことに着目してもらうために、「この言
葉を聞いてはっとしました。」の後に少し間を取ります。

自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話すことができるかどうかをみる。
〔第１学年〕知識及び技能 （１）言葉の特徴や使い方に関する事項 ア
〔第１学年〕思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと ウ
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１ スピーチをする（最近気になったこと）

（解答類型3） 5.7％
・「オンラインであっても、相手が話したことに相づちを打ったり、相手の話を受けてさらに
質問をしたりするように意識することが大事だったのです。」という部分をゆっくり大きな声
で話す。
・「この言葉を聞いてはっとしました。」の「はっと」のところを強く言ったらよいと思う。
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（解答類型4） 3.9％
・「私は、相手の言ったことに対して相づちを打つように気を付けていました。」という部分
は、大切なことなので、強弱を工夫して話すとよいと思います。

（解答類型5） 8.5％
・聞いている相手に、どこが自分の一番伝えたいところなのかを知ってもらうために、その
部分をゆっくり大きな声で強調して話すとよいのではないでしょうか。

どうしてそのような工夫をするのか、意図を示していない。

どのように工夫をするのか、具体的に示していない。

【川口さんのスピーチ】のどの部分を工夫するのか示していない。
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・自分の考えを話して伝えるには、どこをどのように工夫して話す

と効果的なのかを考えることができるように指導することが大切。

・その際、様々な話し方の工夫があることを確認し、実際に声に

出して効果を確かめたり、助言し合ったりして、「話し方」として身

に付くように指導することが重要。

音声の働きを意識し、意図的かつ具体的に
話し方の工夫を考えることに課題。

学習指導に当たって

１ スピーチをする（最近気になったこと）
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小林さんは、国語の時間に、「先端技術との関わり方」というテーマで意見文を書い
ています。次は、文書作成ソフトを使って小林さんが書いた【意見文の下書き】と友
達が書いた【コメントの一部】、小林さんがコメントを受けて集めた【農林水産省の
ウェブページにある資料の一部】です。これらを読んで、あとの問いに答えなさい。

２ 意見文を書く（先端技術との関わり方）
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２ 意見文を書く（先端技術との関わり方）

文書作成ソフト

コメント機能

ウェブページ



三
小林さんは、上野さんと中村さんからの【コメントの一部】を踏まえて、□で囲まれた「ス
マート農業には、作業を自動化すること以外の効果もあるようだ。 」のすぐあとに、スー
ト農業の効果を書き加えることにしました。あなたならどのように書きますか。
次の条件１と条件２にしたがって書きなさい。

条件１
【農林水産省のウェブページにある資料の一部】から必要な情報を引用して書くこと。
引用する部分は、かぎかっこ（「 」）でくくること。

条件２
「例えば、」に続けて書くこと。

２ 意見文を書く（先端技術との関わり方）
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三
条件１
【農林水産省のウェブページにある資料の一部】から必要な情報を引用して書くこと。
引用する部分は、かぎかっこ（「 」）でくくること。
条件２
「例えば、」に続けて書くこと。

２ 意見文を書く（先端技術との関わり方）

（解答類型１）正答
・（例えば、）農林水産省のウェブページにある資料には、作業の自
動化以外に「情報共有の簡略化」と「データの活用」が示されている。
・（例えば、）農林水産省の資料によると、「作業の記録をデジタル
化・自動化し、熟練者でなくても生産活動の主体になることが可能
に」なったり、「農産物の生育や病虫害を予測し、高度な農業経営が
可能に」なったりすることが示されている。

自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確して書くことができるかどうかをみる。
〔第１学年〕知識及び技能 （２）情報の扱い方に関する事項 イ
〔第１学年〕思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと ウ
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２ 意見文を書く（先端技術との関わり方）

（解答類型3）40.4％
・（例えば、）アプリの活用により熟練者でなくても生産活動の主体
になることが可能になる情報共有の簡略化や、様々なＡＩ解析によ
り、農産物の生育や病虫害を予測し、高度な農業経営が可能になる
データの活用があります。
・（例えば、）農林水産省の資料によると、「作業の記録をデジタル化
し、誰でも生産活動の主体になることが可能に」なったり、「農産物の
生育を予測し、高度な農業経営が可能に」なったりすることが示され
ている。

…引用の際には、かぎ（「 」）でくくること、出典を明示すること、引用部分が適切な量であ
ることなどについて理解を深めることを求めている。
引用とは、本や文章の一節や文、語句などをそのまま抜き出すことである。

「中学校学習指導要領解説 国語編」４７ページ 19

引用した部分を「 」でくくることができていない。

「 」でくくった部分が、資料から改変されている。

・自分の考えが伝わる文章を書くには、根拠を明確にすることが大

切であり、根拠を文章の中に記述する必要があることを理解して書

くことができるように指導することが重要。

・その際、根拠となる複数の事例や専門的な立場からの知見を引用

することなどが考えられることを理解し、引用の仕方や出典の示し方

の知識を生かして書くことができるように指導することが大切。

根拠を明確にするために必要な情報を
資料から引用して書くことに課題。

学習指導に当たって

２ 意見文を書く（先端技術との関わり方）

20



21国立教育政策研究所教育課程研究センター「全国学力・学習状況調査」
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

国語科における授業づくりについての
チェックポイント

□ 国語科の年間指導計画について、どの時期にどの指導事項を指導するのか

を意識して作成している。

□ 全国学力・学習状況調査の結果等を基に、どの指導事項の定着に課題があ

るのかを明らかにし、指導計画等に反映させている。

□ それぞれの指導事項を指導するために、効果的な言語活動を設定した授業

を構想している。

□ 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』等を参考に、

評価規準を設定している。

□ 評価方法が明らかであり、効率的に評価するための工夫が考えられている。

□ それぞれの評価規準について、「努力を要する」状況の生徒への手立てが考

えられている。 22


